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訪問日病院名№

2023年６月２日あさひの丘病院
（医療法人誠心会）①

2023年７月13日横浜日野病院
（医療法人徳洲会）②

2023年７月31日聖マリアンナ医科大学病院
（学校法人聖マリアンナ医科大学）③

2023年９月14日横浜ほうゆう病院
（特定医療法人社団鵬友会）④

2023年11月28日江田記念病院
（医療法人社団明芳会）⑤

2023年12月４日富士見台病院
（医療法人社団清風会）⑥

2023年12月13日
2024年２月17日

新生会病院
（医療法人和気会）参考
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【はじめに】

KP神奈川精神医療人権センター（以下KP）の立ち上げのきっかけを作った精神障
害当事者グループであるYPS横浜ピアスタッフ協会（以下YPS）で行っていたピア活
動の魅力の一つは、皆でともに元気を分かち合えることでした。お祭りなどのイベン
トはもちろん、あるいはシリアスな勉強会を企画する時でさえも、一番に意識してい
たのは「楽しさ」だったと思います。

でも、その「楽しさ」や「元気」は、参加するには会場まで出かける必要があるイ
ベント形式では、精神科病院に現に入院中の人たちに届けることはできない…一番元
気を届けたかったのは、⾧期入院でつらい思いをしている当事者の仲間なのに…と葛
藤も感じていました。

そんな中、2019年の夏に大阪精神医療人権センターを見学する機会があり、「精神
医療人権センターなら、きっとそれができる！」と、皆で気付きます。その発見の熱
気と勢いで2020年5月に立ち上げたKPも、もうすぐ4周年を迎えます。

KPは、立ち上げ前から、YPSの活動として精神科病院の見学、病院内に入っての
ピア活動、そして退院促進をテーマとした勉強会（YTU 横浜退院促進ユニオン）等、
精神科医療にアプローチを試みるイベントを行ってきた経緯があります。よりよい精
神科医療の実現のためになにをすべきか手探りで模索する中、初期の活動としては、
「とにかく、市民（ピア・家族・研究者・市民としての専門職..）の視点で病院に近
づき、病院を知ることが必要だ」との考えから生まれた企画「横浜市内の精神科病院
すべてを1日で回るというバスツアー」を2020年夏に実施するなど、精神科医療にど
うアプローチするか、試行錯誤を重ねてきました。

KP立ち上げから3年ほどは、コロナ禍のため訪問活動に様々な制約があり、苦しい
時期が続きました。2023年4月、病院訪問及び身体合併症への対応をインタビューす
るためのアンケートを実施しました。有床精神科のある県内70病院へアンケートを発
送したところ、17病院から回答をいただき、そのうちの7病院から見学対応可のご返
答が得られ、今年度6病院へ見学訪問を実施することが出来ました。

そうした背景があり、今回、この冊子を皆様にお届けできることは、KPの活動の
一つの大切な印として、未来につながるものだと考えています。是非、多くの方にご
覧いただき、KPの活動について知っていただけるとうれしく思います。
ご協力くださった病院関係者の皆様、入院されている患者さんご家族にこの場をお借
りして、御礼申し上げます。

堀合悠一郎

【この冊子の見かた】
・神奈川県内の精神科病院の概要は、神奈川精神医療人権センターのホームページで
公開しております。ぜひ合わせてご覧ください。
・この訪問記は、KPの事務局とボランティアが訪問したその日その時点の報告になっ
ております。情報(差額ベッド代）などが更新されている場合もあります。ご了承くだ
さい。
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【①あさひの丘病院】
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【あさひの丘病院】
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【②横浜日野病院】

訪問当日は、馬場院⾧（写真右）
と相談室の佐藤さんに案内してい
ただきました。
お忙しいところありがとうござい
ました。

ベッドに置かれた
メッセージカード
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今回、馬場院⾧、医療相談室の佐藤様がお忙しい中、見学対応して頂きました。
院⾧から患者さんには、なるべく日中の活動を促しているとのことでした。理由は夜が
眠れなくなるから！だそうでとても大事な事だと痛感しました。ロビーでは院⾧を見か
けると患者さんたちが声をかけてきて楽しく会話している光景は良い関係性を感じまし
た。

フロアーには電話があるが置いてあるだけで仕切りがなくプライバシーへの配慮が必
要だと感じました。

窓が多く採光は出来ていますが開放感は感じにくかったです。部屋によっては2重窓の
間にカーテンがあり外の様子が全く分かりませんでした。季節感もわからないので質問
すると安全性と周りからのクレームもありこの状況は仕方がないとの事でした。

お風呂は浴槽が小さく足が伸ばせないサイズで、浴槽が２つあるのも気になりました
が、2人一緒に入ることはないとお話がありました。入浴は週2回と決められ自由には入
れないとの事でしたが今年は猛暑でクーラーの中での生活ですが厳しい状況かと感じま
した。

保護室を初めて見学しました。トイレとベッドしかなく、あかりとりはありました。
鉄の重い扉に窓がついていて、扉の内側にはいくつもの傷がありました。声を出しても
外には聞こえずモニター画面でナースステーションの中で管理しているそうです。保護
室では２週間ぐらいいることで体調が落ちつくと院⾧がおっしゃっていました。保護室
を治療の一環として考えるのか？私も考えると答えが出てきませんでした。

一般の人が病院内の見学をする事がコロナの影響もあり出来ないのが現状だと思いま
すが、これからも治療などにご迷惑かからない範囲で支援者、事業所などに見学をさせ
ていただければ幸いです。

今回見学させて頂き、新しい病院で明るく色々工夫をされていると思いました。個人
的には自分が入院したい病院は外の空気が吸えて、空が見え風の音が聞こえ、季節を感
じられて緑、花が見える心を自然が癒してくれるような環境があればと思います。馬場
院⾧も「自分が入院したくなる病院を目指す」と心強いお言葉を頂きうれしかったです。

今回日野病院を見学させて頂き、初めての経験で色々と勉強になりました。ありがと
うございました。 （島中祐子）

【横浜日野病院】
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【③聖マリアンナ医科大学病院】

-1
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1974年に開院した病院だが、今回、2023年に開院した新病棟を見学させて頂いた。神
経精神科外来受診は旧病棟だが、入院病棟は新病棟8階にあり、病床数31とこじんまり
していて、きれいで落ち着いた雰囲気だった。

看護師がいつも患者の近くにいる『セル看護式』なので、安心感があって良いと思っ
た。また、クリスチャンの大学病院のため、神父やシスターとの面談を依頼できるのも
良いと思った。

見学案内は、医師と看護師⾧が対応して下さった。『ｒTMS』（反復経頭蓋磁気刺
激）という療法があり、治療機器を見せて頂いたが、鬱病、統合失調症、最近では発達
障がいにも効果があるとのことだった。またこちらの病院では『クロザリル』の処方も
している。

数年前に指定医の不正申請問題が発覚したが、今ではチェック体制をかなり厳しくし
ているので、再発防止ができているようだ。

また、医師と看護師が普段から意見交換をし、風通しの良い関係性ができている、と
のお話から、他の精神科病院でもこのような関係性が構築できれば、日本の精神科医療
ももっとよくなるのに、と強く感じた。 （渡部真理子）

（稲川 洋）

【聖マリアンナ医科大学病院】

訪問当日は、戸邊先生と師⾧さんに案内をいただきました。師⾧さんが発せられた「（精
神科は）たのしい」との言葉を聞き、とても驚いたとともに、すてきなことだなと感じまし
た。また、お医者さんと看護師さんの垣根がなく（すくなく）とてもよいコミュニケーショ
ンがとれているとのお話もありました。

精神科病院は、入院が⾧引く（退院がなかなか進まない）という現状があることについて
は、病院だけの問題ではなく、「ちいきの力」が必要なのではとの言葉をいただきました。
これからのKPの活動の方向性をいただいた気持ちになりました。 （矢ヶ崎洋恵）
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〜

【④横浜ほうゆう病院】

〜
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【横浜ほうゆう病院】
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【⑤江田記念病院】

訪問当日は、伊澤院⾧、吉田事務⾧、櫻井看護部⾧、
篠塚病棟師⾧、精神保健福祉士の古澤さんに話を聞き
ました。
お忙しいところありがとうございました。

充電器
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【江田記念病院】

訪問当日は院⾧先生をはじめ吉田事務⾧、櫻井看護部⾧、篠塚病棟看護師⾧、精
神保健福祉士の古澤さんに出迎えていただきたいへん恐縮しました。それと同時に
わたしたちKPの訪問を受け入れてくださりとてもありがたい気持ちになりました。

病棟を見させていただき印象に残ったことのひとつに電話に対する応対がありま
す。ここでは個人の携帯電話で通話をする際に、面談室を使用できるようにしてい
たり、充電ボックスが設置されていました。入院生活で外部の方とどうつながりを
持てるかはとても重要だと思っているのですが、電話をかけたいと思った時にプラ
イベートが守られる環境が確保されているのはいいなと感じました。

それと、「想いの木」（メッセージボード）です。患者さん、スタッフの方それ
ぞれの想いを感じることができてほんわかした気持ちになりました。お見舞いの生
花が認められなくなり殺風景な病棟が多くなっているなかで、病棟にいろどりがあ
ることは大切だなと感じました。また、患者さんの情報をあらわすピクトグラムに
スタッフの方の遊びごころを感じました。

ひとつ残念なことは、屋上バルコニーがあるにも関わらず、施錠されているため
普段使うことができないことです。だれでも一日を過ごす中で、一人でぼーっとし
たり、お花を眺めたり、外の空気を吸ったりすることは大切だろうなと思うので。
せっかくのスペースをぜひ有効に使ってもらえたらと思いました。

（中島ひとみ、矢ヶ崎洋恵）

～20～



【⑥富士見台病院】

-1
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富士見台病院は、直前に訪れた江田病院（駅から徒歩５分）とは対照的で、東海道
線の平塚駅から病院のマイクロバスで30分ほどかかる。ただ、駅から遠いことの裏返
しとして敷地が広い。現在、敷地内に公園を整備しているとのこと。建物の中も、新
しい病棟は病室や廊下が一見無駄ではないかと思えるほど広い。ただ、建て替えの済
んでない病棟もまだ残っており、こちらは広さや機能性の面で古さを感じさせること
は否めない。

ホームページを見ると「クロザピン相談外来」を設けるなど、クロザピンによる治
療に力を入れている。クロザピンは「治療抵抗性」と言われる統合失調症の治療に有
効と言われ、少し前までは大きな大学病院などでしか投与できなかったが、最近は地
域の中核病院にも広がってきた。ただ、誰にでも効く魔法の薬という訳ではなく、服
用には慎重な検討が必要のようだ。

この病院の630調査の結果を見て気になったのは、拘束率（全入院患者のうち拘束
されている患者の割合）の高さだ。ここ３年間の推移は、ほぼ10％を超えており、神
奈川県平均の約8％、全国平均の約4％を上回っている。この点を病院側に質問したと
ころ、比較的重い症状の患者さんも受け入れているため、ベッドから転落したり、経
管栄養のチューブを抜いたり、自傷を企図したりすることを防ぐためには、どうして
も拘束をなくす訳にはいかないとのことだった。症状が重い患者さんに対する拘束を
どう減らすか、要員を増やしてより緊密なケアができるような体制を作るしか解決策
はないのかも知れない。

外部との通信について、この病院では原則として携帯電話やスマホの使用を認めて
いる。相部屋での会話やネット通販の利用などは禁止しているが、通販などは完全に
は禁止できないとのことだった。SNSなどへの投稿のリスクはないのか聞いたところ、
今の世の中でネット利用のリスクを完全になくすことはできないとのことで、患者の
通信の自由を保証するためには、それくらいの腹の括り方も必要かなと感じた。

（稲川洋）

【富士見台病院】

病院訪問を通じて、「良い医療を提供するために」様々な工夫と努力をしていると
いう点が印象的であった。

特に印象的だったのは他の病院では受け入れていない患者を受け入れているいうこ
とである。もし富士見台病院で受け入れなければ行く場所がなくなってしまう人もい
ると考えると大事な役割を担っているのだと感じた。低床ベッドやセンサーマットな
どを取り入れることで行動制限最小化にも取り組んでおり良い医療を提供するための
努力を感じた。

もう一点印象に残ったこととして地域移行の取り組みについてである。本人が退院
できる状態であっても周囲の環境がすべて整って退院できることは少ないということ
であった。そのため、何度も看護師や作業療法士の方が自宅や近隣の住民や保健所と
の話し合いを重ね、少しでも条件を整えて退院できるように整備をしているというお
話であった。

電話も自由にできて携帯電話の使用も大きな制限はない。あれもこれもダメと制限
するよりは許可できるものは許可して普段に近い生活をしてもらうこともリハビリの
一環とのことであった。

そのほかにも他の病院ではあまり取り入れられていない薬剤監査システムを導入す
るなど良い医療を提供するために多くのことに取り組んでいると感じた。今回の病院
訪問を通じて、良い病院にするにはどうしたら良いか、退院した方が地域で安心して
暮らせるにはどうしたら良いかの2点について改めて考えさせられた。

（齋藤奨）
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【（参考）新生会病院】
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【新生会病院】

関西方面大阪の地へは、KP設立の翌年に京都の高木俊介先生に何名かと訪問し、そ
のついでに大阪精神医療人権センターに研修と交わりでお邪魔して以来かと記憶して
いる。大阪と言えど広し、南部域和泉中央へ我々KPの面々で出向いた。病院到着後、
病院玄関脇のカフェ（病院関連の事業所の運営)で茶菓を交えて先生と暖かい陽射しの
中歓談、早速先生運転で病院を案内していただいた。先ず、裏の畑を見学、農地には
いろいろな野菜などの苗が植わっていた。（ダイコン、小松菜、⾧ねぎ他ブドウなど
の果実の木等々)私がかつて入院していた病院での院内作業の時を懐かしく思い起こし
ながら、院内作業を通じて患者さんのケアにあたる先生の治療のあり方を鑑みた。

さて、その後病院の周りの敷地を歩きながら緑に囲まれた中に患者さんの自然との
関わりで治療とリハビリ進めて行く療養のスタンスを先生の案内から学び取った。

昼は、病院の食事（入院患者と同じメニュー)を職員の食堂でしながら休息。因みに、
精神科病院での食事メニューは、私が退院した2005年2月以来で昔を回想しつつの一
時であった。

そして午後からは、いよいよ病棟内の見学へ。それぞれの病棟の見学で感じたこと
は、ほとんどの患者さんが自由に外に出ることができることが大前提であること。ま
た、病室内には、カーテンがないという空間であること。カーテンのない理由は、ブ
ライバシーよりもないことによる閉塞感を取り除くことによるより開放的な治療を目
指す先生の治療ポリシーが伺えた。そして、入院生活による運動不足の解消のため、
入院患者さんに歩くことを推奨するている点は、大変驚きと感銘を受けた。

後、先生との会話で一昔の精神科治療の"アル中分裂"の話を私が質問し、その答え
から現精神科治療のあり方がだいぶ変わったことを認識させられた。

最後に、私なりに今回の訪問で感じ思ったことを述べたい。
花と緑に囲まれた中での精神科医療と入院患者の治療を閉塞感のない中で進める形、

そして、退院へ向けて患者さん一人一人に真摯に向き合うという方法に今後の精神科
医療と退院後の精神保健福祉の先に見える希望を感じ、私もKPでの活動へ向けて大き
な影響と今後の活動の課題を整理しながら考えていきたいと気持ちを新たにした次第
である。

（藤井哲也）

「環境と調整」
和気先生が何より大切にしている、キーワードで、それは病院のそこかしこで感じる

事ができた。季節の花と木、広々とした畑、小鳥やメダカ、圧迫感のない病室、野菜が
豊富な手作りの食事、出入り自由なグラウンド、その上喫煙所まで完備してあった。窓
の外はどこからでも緑が見えた。そして何より和気先生の人柄が感じられた。

先生を見つけた患者さんは、「大先生」と呼び、話しかけに来て、最後に握手を求め
てくる。患者さんは、一人や二人ではなく、何人もいた。短い会話の中にも温かさを感
じる場面だった。積み重ねてきたことが、しっかりと形になっていると強く感じた。
「環境と調整」が調和している素敵な病院だった。（村上裕子）
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【新生会病院】

三寒四温の穏やかなまだ浅い春の陽気の中、花に囲まれた関連する就労支援継続事業
所が運営するキッチンカーで病院創設者の和氣隆三先生は迎えてくださった。先生にお
会いしてすぐに多くの患者様やご家族から笑顔で「大先生(おおせんせい)」と声をかけら
れ、それ以上の笑顔で握手しながら対応している先生の姿がその全てを物語っていた。
スタッフの反応からもそのお人柄が想像できた。

ご案内いただきながら、理想の病院を目指して作ってきたんだ、やっと完成したんだ
と感慨深く説明してくださったのが強く印象に残っている。

精神科病院には医療、生活、環境の3つが必要なんだ、との考えで、入院する際に外来
から病棟に向かう通路の窓から見える緑と花いっぱいの院庭、改修した保護室、病棟か
ら院庭につながる開放的な出入り階段、院内に植物(緑と花、広い院庭、覆い茂る木々、
そして畑)を創設時から模索しながら作ってきた、つまりはこの３点の環境をつなげてこ
られたのだと思う。経営的なご苦労の一端もお聴きした。

やはり、この病院に至るまでには何十年もの日々の積み重ねがあったことを知り、神
奈川精神医療人権センターを支援する理由として、「本当は自分が直接関わりたい、で
年齢的にそれができない、同じ思いをもつ活動を支援することしかできないんだ」との
言葉と重なった。

開拓者の思いは簡単に一日にして完成することはないことを思い知らされた、ととも
にいっぱいの勇気をいただいた訪問だった。

（奥原孝幸）

天気も良く温かい日差しの中、庭にあるカフェで和気先生のお話を聴きながらコー
ヒーを頂いた。椅子に座るとお花や緑の木々が目に入り癒される。目の前を入院患者
が通り声をかけ合う姿は開かれている病院と思う。カフェや給食など近くの事業所に
仕事を依頼しているとの事。地域で運営に参加して活性化し貢献をしていと感じる。
和気先生は病院職員に大先生と呼ばれる。診察して入院病棟に行く渡り廊下から緑と
花が見える中庭がある。入院に不安がある患者がこの中庭を見るとホッとすると聞き
大事な気配りと感じる。

先生のご自慢のカートに乗り畑まで行く。急な坂があり先生の運転を信じ乗車。日
当たりのよい畑には白菜、ネギ、オリーブなど色々な種類が栽培されている。休憩場
所にはパラソルに椅子とテーブルが置かれ疲れを癒やされる工夫がされていた。

最近増設された女性病棟は個室でとても綺麗でインテリアが凝っていて病院とは思
えない環境。お風呂は入りたい時いつでも入れる、パウダールームがあり、入院中も
女性としての楽しみを忘れない事は大切な事と思う。

病院の食堂で先生と一緒に頂く。職員の方と一緒に先生は気楽に食事をなさってい
る姿は心がほっくりした。

アルコール依存症は孤独な病で自由を奪う。一人では治療が出来ないので仲間を作
り一人ではないことを知るにはどうするか？先生は規則を作らず、外に出る機会を沢
山作られている。一日2000歩を目標にグランドにコースがある、ゲートボールもでき
る。身体が動かしたくなる工夫が沢山ある。治す薬は無いのだから環境が大事と痛感
する。病院には独特の病院の匂いが無かった。緑、花、土、病棟には絵がある。この
ような自然なものが匂いを無くし患者の心を癒してくれるのだろう。先生は退院する
時に患者さんと面談をなさる。その時患者さんが「今まで笑った記憶がない。ここに
来て笑うことができた。」と話したそうだ。「これがすごいことなのですよ。健康に
なった証拠なのですよ。」と笑ってお話しして頂いたのがとても印象的だった。和気
先生のユーモアとお気遣いで貴重な時間を過ごす事ができたことに感謝です。⾧い時
間をかけ丁寧に説明をして頂き、私達の質問にも沢山答えて頂き色々と学ぶこと事が
出来ました。これからの支援に役立てていけたらと思います。

（島中祐子）
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【座談会】

～訪問してみてどうだった・・。～

インターネットの情報ではわから
ないものがある・・。またインター
ネットの情報はとても少ないこ
とを感じた・・。

６３０調査の数字ではわからな
いことが、病院訪問では
少しづつみえてきた。

「自分自身、入院が必
要になったら・・。」
という視点を大切にし
て見学した。

広々としていて
清潔だった。

見学に応じてもらえるの
は貴重で、病院側も「外
の風を入れないと！」と
いう機運が生まれてきて
いるのではないか。

【参加者】
池畑美穂、稲川洋、岩澤美津子、奥原孝幸、
齋藤奨、三瓶芙美、島中祐子、中島ひとみ、
中森菜穂、広瀬隆士、藤井哲也、三輪明広、
矢ヶ崎洋恵

精神科病院で働い
ていたが、実際に見
学すると「世間ず
れ」していることや一
般科との差も感じた。

病院はきれいだったか、
実は問題が内包されて
いるのかなとも思った。
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市施設はきれいに
なって居心地はいいが
やっぱり収容主義だな
と痛感した。変えてい

きたい。
患者さんが、みんな病
衣を着ている病院が

あって気になった・・。
何事も、自分で選べる

ことが大切だと思った。

スタッフの方と患者さ
んがどれだか対話がで
きているかが・・が大

切だと思う。

自由というのは、人
権の尊重につながっ
ていると思う。病院
内が、地域生活に近
い形になったらいい

のになあ。

～こうだったらいいのになあ～

病院内で自然や四季をもっと感じられる
といいなあ。

携帯電話の制限が
ないのがいい。日
常の当たり前のこ
とが保障されてい
るのが大事だと思

う。
病院がもっと
オープンに

なって、談話
室などで地域
の人と交流が
できるように
なったらいい

な。

入浴の自由も
大切だな・・。
わたしなら毎
日入りたい。

ボランティアの受け
入れもしてほしい。

好きなものを食べた
い！！人として重要なこと

あと思う。

やっぱり拘束されたくない。

関係性やコミュニ
ケーションが高い

病院がいい。
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～これから。。～

今回、病院訪問を受け入れてくれた病院さ
んに感謝。。来年はもっと見学ができたら
と思う。

病気でなく、そ
の人の身体、人
格、家族など全

体を見てほしい。

退院先が「家族」
になりがちだが、
家族の負担を小さ
くできるように

「家族」以外の選
択も増えるといい。

治療するということは、
その人の尊厳を回復す
る過程に寄り添うこと
なのではないか。病院
には、その認識を大事

にしてほしい。

「安心してかかれる精神医療」をつ
くっていくこと。KPとして何ができる
のか。みんなで一緒に考えていきたい。

ちいき側が
もっと柔軟に人に
やさしくというこ
とが必要だと思う。

地域とつなげる役
割はKPも一緒に

担っていきたい。
「入院」と「退

院」の壁を小さく
していきたい。

だれもがいつ入院
するかわからな

い・・自分事とし
て考えたい。

施設はきれいになって
きた・・これからは、
選ばれるためにはどう
したらという視点もか
んがえていきたい。

オープンダイアローグ
や当事者研究などにも
注目していきたい。
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【おわりに】

ようやく「さいしょの一歩」を踏み出したKPによる精神科病院訪問活動。たくさんのピ
アや市民ボランティアがご協力してくださりました。誠にありがとうございました。

わたしたちKPは、630調査の数字的な結果や各病院のホームページだけでは分からない
こと、実際の病院内の雰囲気、病院を利用する患者さんや家族が知りたいことが、市民に
も分かりやすく公開され、医療関係者と地域関係者や市民みんなで意見交換していくこと
で、「誰もが安心してかかれる精神医療」を一緒につくっていくきっかけになればと考え、
今後も活動を続けてまいります。

2024年度も、病院訪問について、神奈川県内の精神科病院の皆さまへアンケートを実施
させていただきます。

（KP事務局一同）
ご協力どうぞよろしくお願い申し上げます。

（KP事務局一同）

＜ご寄付のお願い＞

KPでは、寄付によるご支援も承っております。
ご支援いただいた寄付は、KPが継続的に活動するための資金として大切に使わせていただき
ます。

また、当法人は、認定NPO法人の指定を受けております。寄付金について、税制上の優遇
措置（寄付金控除等の所得税の控除）を受けることが出来ます。

（振込先） 横浜銀行 杉田支店 普通 1530250
特定非営利活動法人さざなみ会

＜ボランティア募集！＞

わたしたちKPの仲間たちと一緒に、ボランティアとして活動してみませんか？
KPでは、電話相談、面会活動、精神科病院訪問活動、出版物発送作業、講演会のお手伝い

など、ボランティアとして活動をお手伝いくださる方を募集しています。
まずはKP事務局までメール・お電話にてお問い合わせください。

かながわ精神科病院訪問記 VOL:1（2023年度）

いって・みて・きいてきた
～精神科病院を見学してきた～

発 行：KP神奈川精神医療人権センター
編 集：三瓶芙美、矢ヶ崎洋恵
発行日：2024年3月
発行者：認定NPO法人さざなみ会

KP神奈川精神医療人権センター
〒235-0023神奈川県横浜市磯子区3-14-3
TEL:045-353-5711
MAIL:kp.kanagawapeer@gmail.com
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KPを応援してくださるみなさまに感謝を込めて。
いつもありがとうございます。
これからも、どうぞよろしくお願いいたします。

認定NPO法人さざなみ会
KP神奈川精神医療人権センター

相談電話：080-7295-8236（平日13：00～16：00）

MAIL： kp.kanagawapeer@gmail.com

ホームページ: https://kanagawa-peer.com/
※日々の活動を投稿しています。

2024年３月発行


